
急増
きゅうぞう

する“無人
むじん

駅
えき

” 
自立
じ りつ

生活
せいかつ

センター・リアライズ 

西留
にしとめ

一浩
かずひろ

 

①急増
きゅうぞう

する無人
むじん

駅
えき

 

いま、鉄道
てつどう

会社
がいしゃ

各社
かくしゃ

が“駅
えき

の無人化
む じんか

”を進めて
すす    

います。

理由
りゆ う

は利用者
りようしゃ

の減少
げんしょう

に伴う
ともな  

、経営
けいえい

の悪化
あっか

により

効率化
こうりつか

が図られて
はか      

いるからです。南海
なんかい

電鉄
でんてつ

（全１００駅
ぜん    えき

）は２００８年
       ねん

まで無人
むじん

駅
えき

はゼロでしたが、そ

の数
かず

は年々
ねんねん

増え
ふ  

、この４年間
  ねんかん

で３３駅
   えき

にまで増加
ぞうか

しま

した。自立
じ りつ

生活
せいかつ

センター・リアライズが南海
なんかい

電鉄
でんてつ

に

確認
かくにん

したところ「1日
にち

乗降客
じょうこうきゃく

1日
にち

9000人
にん

以下
い か

の駅
えき

は

無人化
む じんか

の対
たい

象
しょう

」という説明
せつめい

があり、かなり大
おお

がかりな

人員
じんいん

削減
さくげん

計画
けいかく

であることが予想
よそう

されます。自立
じ りつ

生活
せいかつ

セ

ンター・リアライズの近
ちか

くにある「松
まつ

ノ
の

浜
はま

駅
えき

」は１日
にち

あた

り、およそ３，８００人
にん

が利用
り よ う

していますが、この駅
えき

にも

駅員
えきいん

は１人
ひとり

もいません。 

 

②無人化
む じんか

になることの問題点
もんだいてん

 

大阪
おおさか

泉州
せんしゅう

地区
ち く

の自立
じ りつ

生活
せいかつ

センター3センター【泉大津
いずみおおつ

市
し

のリアライズ、泉大津市
いずみおおつし

より南
みなみ

の岸和田市
き し わ だ し

にある

自立
じ り つ

生活
せいかつ

センター・いこらー、そして、泉州
せんしゅう

地域
ち い き

の中
なか

で

最も
もっとも

南
みなみ

にある、障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

生活
せいかつ

センターりあん(阪南

市)】が問題
もんだい

としているのは、たとえば、車
くるま

いすに乗って
の   

いる人
ひと

の中
なか

で、切符
きっぷ

を買
か

う際
さい

に券売機
けんばいき

に手
て

が届
とど

かない

ため、駅員
えきいん

のサポートが必要
ひつよう

になることがあります。

電鉄側
でんてつがわ

は事前
じぜん

に連絡
れんらく

して欲
ほ

しいとしていますが、乗車
じょうしゃ

する際
さい

は駅
えき

にあるインターホンで、ひとつ隣
     とな

りの

「泉大津駅
いずみおおつえき

」の駅員
えきいん

に来
き

てもらわないといけません。

電車
でんしゃ

で来
き

てもらうにしても３０分
ぷん

以上
いじょう

待
ま

たないといけな

い場合
ばあい

があります。駅員
えきいん

はインターフォンで対応
たいおう

すると

言
い

っていますが、誘導
ゆうどう

ブロックがないことや、聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

にはインターフォンがつかえないこと、

急病人
きゅうびょうにん

やけが人
にん

への対応
たいおう

や改札機
かいさつき

のトラブル、エレ

ベーターが作動
さ ど う

しなくなった際
さい

の緊急
きんきゅう

対応
たいおう

はインター

フォンではできません。ホーム転落
てんらく

の危険性
きけんせい

、高齢者
こうれいしゃ

へ

の対応
たいおう

など、無人
むじん

駅
えき

になることで障害者
しょうがいしゃ

だけでなく、

駅
えき

を利用
り よ う

する地域
ちいき

の人
ひと

達
たち

の駅
えき

の利用
り よ う

の安全性
あんぜんせい

も危
あや

ぶまれます。何
なに

よりも駅
えき

が不便
ふべん

になることによって

障害者
しょうがいしゃ

の外出
がいしゅつ

の抑制
よくせい

につながってしまうことがすご

く懸念
けねん

されます。 

 リライズの事務所
じ む し ょ

がある泉州
せんしゅう

地域
ち い き

には障害者
しょうがいしゃ

が外出
がいしゅつ

したくても駅
えき

が不便
ふべん

であることや、家族
か ぞ く

が外
がい

出
しゅつ

を許
ゆる

してく

れない、障
しょう

害
がい

者
しゃ

の地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

を支
ささ

える制
せい

度
ど

も薄
うす

いという

のが未
いま

だにたくさんあります。南海
なんかい

電鉄
でんてつ

の問題
もんだい

は障害者
しょうがいしゃ

の外出
がいしゅつ

の抑制
よくせい

につながるということ、障
しょう

害
がい

の移
い

動
どう

の権
けん

利
り

を奪
うば

うものだということ、障害者
しょうがいしゃ

の自立
じ り つ

と社会
しゃかい

参加
さ ん か

の

機
き

会
かい

を奪
うば

うものだということで、とても問
もん

題
だい

だと思
おも

いま

す。 

 

③南海
なんかい

電鉄
でんてつ

との交渉
こうしょう

 

無人
むじん

駅
えき

になることの告知
こ く ち

についても、僅
わず

かな期
き

間
かん

だけだ

け周知
しゅうち

の貼
は

り紙
がみ

が出
だ

されただけで、ビラ配布
はいふ

など住民
じゅうみん

への理解
りかい

に努
つと

めることも怠
おこた

っており、公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

と

しては十分
じゅうぶん

とはいえない対応
たいおう

です。3月
がつ

29日
にち

に「南海
なんかい

電鉄
でんてつ

駅
えき

の無人化
む じんか

に対する
たい    

要望書
ようぼうしょ

」を南海
なんかい

本社
ほんしゃ

に

提出
ていしゅつ

し、4月
がつ

16日
にち

に南海
なんかい

電鉄
でんてつ

の担当者
たんとうしゃ

と、これまで

南海
なんかい

電鉄
でんてつ

と交渉
こうしょう

していた南部
なんぶ

障害者
しょうがいしゃ

解放
かいほう

センターを

はじめとする、南海
なんかい

電鉄
でんてつ

沿線
えんせん

にある自立
じ りつ

生活
せいかつ

センタ

ー・３団体
だんたい

と障害者
しょうがいしゃ

の自立
じ りつ

と完全
かんぜん

参加
さんか

を目指す
め    

大阪
おおさか

連絡
れんらく

会議
かいぎ

（障
しょう

大連
だいれん

）が参加
さんか

した話
はな

し合
あ

いを設
もう

けました

南海
なんかい

電鉄側
でんてつがわ

から、無人
む じ ん

駅
えき

の経過
け い か

について、「少子
しょ うし

高齢化
こ う れいか

や過
か

去
こ

２０年
ねん

間
かん

で売
う り

上
あげ

が２６％減
げん

少
しょう

で歯
は

止
ど

めがとまらな

い。経
けい

営
えい

戦
せん

略
りゃく

の一
いっ

環
かん

」という説
せつ

明
めい

がありました。いくら無
む

人
じん

化
か

による危
き

険
けん

性
せい

や、差
さ

別
べつ

問
もん

題
だい

だということを訴
うった

えても

「インターフォン・モニター・踏み切り
ふ み き り

警報
けいほう

装置
そ う ち

・遮断機
し ゃ だ ん き

、

非常
ひじょう

ボタン
ぼ た ん

等
など

で安全
あんぜん

を確保
か く ほ

しているという認識
にんしき

。」や

「ご理解
  りかい

ください」の一点張り
いってんば  

で、あとは文章
ぶんしょう

回答
かいとう

で

終わらせよう
お      

としています。地域
ち い き

住民
じゅうみん

の安全
あんぜん

と命
いのち

を

南海
なんかい

電鉄
でんてつ

はその程
てい

度
ど

しか考
かんが

えていないようでとてもが

っかりしました。いかに継続
けいぞく

協議
きょうぎ

に持ち込む
も  こ  

かが今後
こんご

の課題
かだい

です。 

 

 



④これからの展開
てんかい

について 

この南海
なんかい

電鉄
でんてつ

の駅
えき

の無人化
む じんか

問題
もんだい

については、

障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

だけでなく、無人化
む じんか

になった駅
えき

周辺
しゅうへん

の

地域
ちいき

住民
じゅうみん

からも無人化
む じんか

についての反対
はんたい

の声
こえ

が大
おお

きく

上
あ

がっているようです。地域
ちいき

の議員
ぎいん

からも、議会
ぎ か い

などで

積
せっ

極
きょく

的
てき

に泉
いずみ

大
おお

津
つ

市
し

を動
うご

かすよう働
はたら

きかけていきたい

という話
はなし

があります。松
まつ

ノ
の

浜
はま

駅
えき

周
しゅう

辺
へん

の自
じ

治
ち

会
かい

からも

泉大津市
いずみおおつし

の自治会
じ ち か い

連合会
れんごうかい

に周知
しゅうち

するとともに、議
ぎ

員
いん

連
れん

絡
ら く

会
かい

にも投
な

げかけを行
おこな

い、その後
ご

の対
たい

応
おう

について検討
けんとう

するという話
はなし

があります。リアライズとしても地元
じ も と

選出
せんしゅつ

の国会
こっかい

議員
ぎ い ん

にロビーングを行
おこな

うなどして、なんとか、こ

の南
なん

海
かい

電
でん

鉄
てつ

の駅
えき

無
む

人
じん

化
か

問
もん

題
だい

に歯
は

止
ど

めをかけたいと考
かんが

えています。これから地
じ

元
もと

住
じゅう

民
みん

や議
ぎ

員
いん

などと連
れん

携
けい

して取
と

り組
く

んでいくなど、いろいろ考
かんが

えながら活
かつ

動
どう

していきた

いと考
かんが

えています。 

 

⑤南海
なんかい

電鉄
でんてつ

以外
いがい

にも 

乗降客
じょうこうきゃく

の減少
げんしょう

で無人
むじん

駅
えき

を増
ふ

やしているのは、南海
なんかい

電鉄
でんてつ

だけではありません。近畿
きんき

日本
にっぽん

鉄道
てつどう

では全
ぜん

２９４

駅
えき

のうち、２００８年
ねん

までは３２だった無人
むじん

駅
えき

を今
いま

では５

７に増
ふ

やしています。 

 

⑥泉州
せんしゅう

TRYについて 

8月
がつ

25日
にち

～8月
がつ

31日
にち

にかけて岬 町
みさきちょう

から難波
なんば

まで 60 キ

ロを７日
にち

かけて歩
ある

く「泉
せん

州
しゅう

TRY」というのをします。ひた

すら歩
ある

くだけでなく、他
ほか

にもアピール活
かつ

動
どう

、シンポジウム、

南海
なんかい

電鉄
でんてつ

の駅
えき

には南海
なんかい

電鉄
でんてつ

の無人
むじん

駅
えき

撤
てっ

廃
ぱい

の要
よう

望
ぼう

書
しょ

を

渡
わた

します。各
かく

市
し

町
ちょう

村
そん

役
やく

場
ば

には障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

に

伴
ともな

う大阪府
おおさかふ

条例
じょうれい

をつくってほしいという要望書
ようぼうしょ

を

提出
ていしゅつ

します。リアライズだけでなく僕
ぼく

たち大
おお

阪
さか

泉
せん

州
しゅう

地
ち

域
いき

の自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センターはこの取
と

り組
く

みを絶
ぜっ

対
たい

に成
せい

功
こう

さ

せたいと思
おも

っています。今
いま

でも自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センターのスタ

ッフだけでなく自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センターを利
り

用
よう

してくれている人
ひと

も含
ふく

めて、みんな日
にち

夜
や

準
じゅん

備
び

に追
お

われ必
ひっ

死
し

になって取
と

り

組
く

んでいます。この取
と

り組
く

みは軍
ぐん

資
し

金
きん

０円
えん

からはじめて

いて、募
ぼ

金
きん

活
かつ

動
どう

とＴシャツを作
さく

成
せい

してそれを販
はん

売
ばい

して資
し

金
きん

を集
あつ

めています。是
ぜ

非
ひ

私
わたし

たちに力
ちから

を貸
か

してください。

お願
ねが

いします。 

 

 

 

 

★泉州
せんしゅう

TRY募金
ぼきん

とは★ 

この募
ぼ

金
きん

は、資
し

金
きん

ゼロからのスタートとなる泉州
せんしゅう

TRY

の活
かつ

動
どう

資
し

金
きん

を集
あつ

めることを目
もく

的
てき

とします。 

泉
せん

州
しゅう

TRY に向
む

けての資
し

金
きん

集
あつ

めは募
ぼ

金
きん

活
かつ

動
どう

、グッズ販
はん

売
ばい

が大
おお

きな柱
はしら

となり、この泉
せん

州
しゅう

TRY募
ぼ

金
きん

が今
こん

後
ご

の泉
せん

州
しゅう

TRYを大
おお

きく左
さ

右
ゆう

する活
かつ

動
どう

となります。 

泉
せん

州
しゅう

TRY決
けっ

行
こう

までの間
あいだ

、泉
せん

州
しゅう

～大
おお

阪
さか

市
し

内
ない

周
しゅう

辺
へん

にて

場
ば

所
しょ

を変
か

えながら定
てい

期
き

的
てき

に行
おこな

っています。 

                                   


